


　「はなやか関西～文化首都年～」が今年から始まることになりました。

関西は日本文化発祥の地であり、日本文化は世界の憧れの存在でもあ

ります。これから毎年テーマを決めて文化首都運動を展開していくことになりました。 

　今年は「茶の文化」がテーマです。日本人の暮らしに深く根付いた茶の湯文化の精神

は日本人の心そのものとなっています。作法だけではなく、茶室、茶道具、庭園、懐石、

和菓子、茶農園、加工工場など大きな裾野が広がる文化の巨大な体系でもあります。 

　この機会に関西各地で多彩な取り組みを発掘・展開して茶の心を内外に発信していき

たいと思います。 

　すぐれた文化もバラバラに存在するだけでは大きな存在感を示すことはできません。

発掘し、みがき、つなぎ、発信していくことが関西のイメージ形成に大きく寄与するこ

とでしょう。関西のブランド力向上のため各位のご協力を切にお願い申しあげます。 
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実行委員会 委員長　堀井 良殷 
（財団法人 大阪２１世紀協会 理事長） 

実行委員会 アドバイザー 

岩崎 正彌 
（皇學館大学 現代日本社会学部 
伝統継承文化創造コース 准教授） 
（茶の湯文化学会 理事） 

実行委員会 アドバイザー  

寺本 益英 
（関西学院大学 経済学部 教授） 

ごあいさつ 

　日本人は平安時代の伝来以来、喫茶に

特別の意味を込めてきました。特に茶道

と煎茶道は、日本を代表する「芸術文化」

としての地歩を固め、一方では暮らしに

潤いを与える「生活文化」の側面も備え

ています。 

　さらに栄西の『喫茶養生記』で、お茶

は「養生の仙薬」と記され、様々な保健

効果が証明されています。 

　お茶の機能性、優れた歴史性・精神性

を再認識し、21世紀にふさわしい喫茶文

化を関西から発信してゆきましょう。 

 

　「お茶を一服どうぞ」と勧められたな

らば「ありがたいなあ」と、どなたでも

思われるのでは。このささやかな施しに、

もてなしの心を込めて、この世の春夏秋

冬と、花鳥風月と、人生の真理を、ひと

とき味わう一　と為す、ここに日本人の

美意識が極められているのではないでし

ょうか。神仏より賜り、先人に磨かれ、

関西で育まれた「茶の文化」の香りを、

皆様と共に「ありがたいなあ」と味わい

直し、未来へ語り継ぐ一年といたしたく

存じます。 

はなやか関西～文化首都年～２０１１「茶の文化」 
 ほりい　 よしたね 

てらもと　 やすひで いわさき　 まさや 

いちわん 





3

「はなやか関西～文化首都年～2011」に寄せて 
 
 

○平成２３年１１月１９日（土）～２０日（日）　於：大阪城 
　関西の多彩な茶の文化が一堂に会するイベントです。 
　☆イベント内の多彩なプログラム 
　　茶道見学＆体験、茶に関する総合物産市、「茶の文化」フォーラム、「茶の文化」展等 

①平成２３年６月６日（月） 大徳寺コース（聚光院＋三玄院＋高桐院＋孤篷庵） 
②平成２３年１０月予定　　 東山コース 
③平成２４年２月予定　　 山崎コース 
　案内解説：中村昌生氏（京都工芸繊維大学名誉教授・（財）京都伝統建築技術協会理事長） 
　　　　　　岩崎正彌氏（皇學館大学現代日本社会学部准教授・茶の湯文化学会 理事） 
　各回定員30名（応募者多数の場合は抽選） 
　申込方法、参加費用等は、4月末にHPでお知らせします。 

　　観光シーズンに、多くの人が行き交う施設等において、関西の多彩な「茶の文化」
　をPRするキャンペーンを準備しています。 

　　「茶の文化」にまつわるシンポジウム等や茶に関連する文化施設の連携プログラム
　を準備しています。 

○平成２３年６月～平成２４年３月（予定） 
　関西各地の「茶の文化」にゆかりある場所を巡るスタンプラリーです。 
　さまざまなテーマコースと素敵な賞品をご用意しています。 

橋爪紳也 
（大阪府立大学特別教授／関西のブランド力向上推進有識者委員会　座長） 

　都市は産業を発展させるとともに、学術・芸術・技術の「三術」、すな

わち文化を育む。私たちが暮らす関西の圏域には、日本文化の神髄を創

造してきた多彩な文化都市群が存在、その営為は今日においても怠るこ

とはなく継続されている。ゆえに関西は、世界でも稀な真の「文化首都圏」である。 

　「はなやか関西～文化首都年～」は、私たちが誇りとする「本物」の文化的価値と、文化を活

かした地域づくりの成果を発信する試みである。平成23年度は「茶の文化」を主題に選定、各

地域の優れた取り組みをつなぐこととなった。「茶の文化」を媒介として、関西の素晴らしさに、

国内はもとより世界中の人々が触れる機会を得ることを期待したい。 

1．「茶の文化」の深みを体験する取組 
○ 「茶の文化」に関する超一流の『本物』や関西各地に根付く『本物』をつなぐさまざまなイベントを準備しています。 
 

2．「茶の文化」にまつわる多彩なPR
「はなやか関西～文化首都年～2011」公式ガイドブック 
　　→ この1冊で「はなやか関西～文化首都年～2011」のすべてがわかります！ 

関西はなやか美術館―関西で「本物」の茶道具を所蔵する美術館― 
　　→ 関西の『本物』を身近に感じることができる1冊です。 

「はなやか関西～文化首都年～」ホームページ　（『文化首都年2011』で検索） 
　　→ 常時更新しています。「はなやか関西～文化首都年～2011」の最新情報は、ここをチェック！ 

1

5

4

2

3

1

取　　組 

「茶の文化」 
　　総合イベント 

「茶の文化」 
観光PRキャンペーン 

「茶の文化」 
　　　プラグラム 

「茶の文化」 
　スタンプラリー 

非公開茶室の公開 

概　　要 
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はなやか関西～文化首都年～2011 
「茶の文化」実行委員会が実施する取組 
はなやか関西～文化首都年～2011 
「茶の文化」実行委員会が実施する取組 

はしづめ しん  や 
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　利休によって大成された茶の湯は、400

年余りにわたって表千家不審菴にうけつがれ

て参りました。不審菴とは、利休が営んだ茶

室の名で、歴代の家元がこれを継承してきま

した。また、不審菴は千家の屋敷ならびに機

構の全体をさし、千宗左家元の号でもありま

す。 

　不審菴の号は「不審花開今日春」の禅語か

ら採られたといわれます。不審は「いぶかし

い」という意味で、この語は人智を超えた自

然の偉大さ、不思議さに感動する心ともいえ

ましょう。 

　茶の湯は「おいし

いお茶をもって、主

客ともに楽しみ、心

を通い合わせること」

に大きな意義があり

ます。おいしいお茶

とは、味覚だけにと

どまらず、道具組の

趣向、季節や歳時と

の呼応、主のふるまいの美しさや語りの奥ゆ

かしさ、客同士の心づかいといった、一座を

成りたたせるまたとない一時がもたらす味わ

いといえましょう。 

　私どもは、日々の稽古をつうじてその古き

心をまなび、今日の生活にいかす道をもとめ

てまいりました。その伝統は、単なる型の継

承ではなく、歴史の中でそのあり方が模索さ

れ、その時代時代に即した新たな息吹がそそ

ぎ込まれることで、生きた文化として伝えら

れています。 

表千家不審菴 
■〒602-0061 京都市上京区小川通寺之内上ル本法寺前597　■TEL.075-423-2195　■FAX.075-431-3147 
■URL  http://www.omotesenke.jp

お も て せ ん け  

表千家 

平成２３年４月９日（土） 
 
平成２３年４月２３日（土） 
 
平成２３年５月１４日（土） 

平成２３年５月２８日（土） 

未定 
 

平成２３年１１月１日（火） 

平成２３年１１月５日（土） 
～１１月６日（日） 

平成２３年１０月２９日（土） 
～１０月３０日（日） 

平成２３年１０月２２日（土） 
～１１月３０日（水） 

二条城（清流園） 

表千家北山会館 

表千家北山会館 

表千家北山会館 

表千家北山会館 

表千家北山会館 

大徳寺（聚光院） 

 

二条城（清流園） 

催　し 場　所 
 

問合せ先 
 

開催日 

■平成23年度（平成23年4月～平成24年3月）の一般参加可能な催し 

不審菴 表門 

二条城観桜茶会 

公開文化講座　講師：山口富蔵氏（末富主人） 
演題：「京菓子の世界」 
公開文化講座　講師：中村昌生氏（京都工芸繊維大学名誉教授） 
演題：「見なおそう茶室を（その４）利休流と数奇屋」 
公開文化講座　講師：中村昌生氏（京都工芸繊維大学名誉教授） 
演題：「見なおそう茶室を（その４）宗旦四天王から千家の中興へ」 
秋の特別展 
（仮）「茶の湯家元の四季」 
茶の湯文化にふれる市民講座 
（仮）「茶の湯の四季～その移ろいの趣向」 

二条城市民茶会 
主催：京都市 

国民文化祭京都「京都大徳寺茶会」 

国民文化祭「はじめてのお茶とお香」 建仁寺（西来院） 
・八坂倶楽部 

二条城 
　TEL.０７５-８４１-００９６ 
表千家北山会館 
　TEL.０７５-７２４-８０００ 
表千家北山会館 
　TEL.０７５-７２４-８０００ 
表千家北山会館 
　TEL.０７５-７２４-８０００ 
表千家北山会館 
　TEL.０７５-７２４-８０００ 
表千家北山会館 
　TEL.０７５-７２４-８０００ 
国民文化祭京都府実行委員会 
　TEL.０７５-４１４-４２２５ 
国民文化祭京都市実行委員会 
　TEL.０７５-３６６-１４９５ 
二条城 
　TEL.０７５-８４１-００９６ 
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　千利休の孫で茶禅一味を唱え、千家茶道の

礎を築いた千宗旦は、自分の茶を末子宗室に

譲ろうと利休の子少庵以来の敷地内に茶室を

建てて移り住みました。これが「裏千家今日

庵」のはじまりです。大徳寺の清巌和尚は席

披きのために宗旦に招かれますが約束の時刻

に遅れてしまいます。宗旦は和尚が現れない

ので所用のため出掛けますが、帰ってみると

和尚は茶室の腰張りに「懈怠比丘不期明日」

を書きつけて帰ってしまっています。今日と

いう日、いまこの時の大切さを強調する意に

感じ入った宗旦はこれに因み茶室を

「今日庵」と命名しました。これが

裏千家今日庵の由来とされています。 

　茶道は、一　のお茶を介して亭主

と客がいかに心地よくすごすことが

出来るか、利休居士より四百数十年

かけて創り上げられてきた心の触れ

あいを大切にする世界です。裏千家

ではこのような茶の心を多くの方に

知っていただくために様々な場を設

け茶の湯の紹介つとめています。お

茶を基本から学びたいという初心の

方々のために稽

古場を紹介する

ほか、「初心者

のための茶道教

室」を全国18

都市で開催して

います。 

 あなたも気軽

に一　を楽しん

でみませんか。 

 

裏千家 
■〒602-8688 京都市上京区堀川通寺之内上る　■TEL.075-431-3111　■FAX.075-431-3123 
■URL  http://www.urasenke.or.jp　■E-mail  info@urasenke.or.jp

う ら せ ん け  

裏千家 

■平成23年度行事予定 

茶室「今日庵」内部 

兜門 

【展 覧 会】 米寿記念展　裏千家15代家元「鵬雲斎千玄室の茶」　４月９日（土）～９月１９日（月・祝）※休館日あり 
　　　　　　 秋季特別展　「松井文庫の茶道具」（仮称）           　  １０月１日（土）～１２月４日（日）※休館日あり 

【講 演 会】「茶道とともに」　講師：鵬雲斎千玄室大宗匠（茶道資料館館長）　４月３０日（土） 
　　　　　　　　　　  　　　　※定員１２０名、往復葉書申込先着順（４月１日から）＊詳細はお問合せください。 

【茶道体験】 講師が指導。時間は１時間程度。 定員１２名。1週間前までの電話申込。　　　 
　　　　　　 通年実施（但し展覧会開催日）  ・開始時間①１０：００、②１１：００、③１３：００、④１４：００、⑤１５：００ 

【そ の 他】 入館者に呈茶。講演会、ミュージアムコンサートについては順次ホームページでお知らせします。　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会場：茶道資料館　　直通電話：075-431-6474 

【初心者のための茶道教室】 期　間：平成２３年１０月～平成２４年３月（６ヶ月間　全２２回）※申込は７月下旬から　　 

　　関西地区：京都市4会場（京都ホテルオークラ、リーガロイヤルホテル京都、からすま京都ホテル、ウェスティン都ホテル京都） 
　　　　　　　大阪市4会場（ホテルニューオータニ大阪、ヴィアーレ大阪、ウェスティンホテル大阪、シェラトン都ホテル大阪） 
　　　　　　　神戸市2会場、姫路市1会場でも開催。　　　　　お問合せフリーダイヤル　0120-31-1166 　 
 

写真出典：裏千家 
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　武者小路千家は、千利休を祖とする三千家

の一つです。利休の孫 元伯宗旦の次男であ

る一翁宗守が江戸初期に京都の今の地に茶室

「官休庵」を建てて以来、現在に至るまで絶

えることなく利休の道統を継承し、またそれ

ぞれの時代の変化にも対応しながら茶の湯を

続けています。 

　一翁宗守は、はじめ陽明家（近衛家）の茶

道指南の地位にあり、その後讃岐高松藩に仕

え、幕末の11代一指斎宗守までその指南役

をつとめました。 

　茶室「官休庵」は、父 宗旦からつけても

らった名と伝えられております。その由来と

して、安永3年（1774）、一翁宗守100年

忌の折に大徳寺390世眞巌宗乗和尚が書か

れた頌に「古人云官因老病休　翁者蓋因茶休

也歟」とあり、茶に専念するために官を辞し

たことによると解釈されています。 

　武者小路千家の当主が名乗る「宗守」の名は、

一翁の参禅の師である大徳寺の第185世玉

舟宗　和尚の命名で、歴代家元がこの名を襲

名しています。また、その折同時に示された

「宗屋」の名は代々後嗣に継がれ、「宗安」は

隠居後の号となっております。 

武者小路千家 
■〒602-0936 京都市上京区武者小路通小川東入613　■TEL.075-411-1000　■FAX.075-411-1003 
■URL  http://www.mushakouji-senke.or.jp　■E-mail  info@mushakouji-senke.or.jp

む し ゃ こ う じ せ ん け  

武者小路千家 

利休忌月忌法要掛釜 

平成２３年４月８日（金）（中止） 
 
平成２３年４月２７日（水） 
 
平成２３年６月１９日（日） 

平成２３年６月２８日（火） 

平成２３年９月２８日（水） 

平成２３年１０月２４日（月） 

平成２３年１０月２９日（土） 

平成２３年１１月１１日（金）予定 

平成２３年１２月１１日（日） 

京都　知恩院 

大阪　南宗寺 

鎌倉　鶴ヶ岡八幡宮 

京都　大徳寺　聚光院 

京都　大徳寺　聚光院 

鎌倉　建長寺 

京都　大徳寺　芳春院 

大阪　水無瀬神宮 

京都　大徳寺　聚光院 

催　し 場　所 開催日 

■平成23年度行事予定 

生田神社献茶式にて 

※行事についての詳細は、事務局までお問い合わせください。 

 

 

 

武者小路千家露地中門　編笠門 茶室「官休庵」外観 

知恩院法然上人800年遠忌献茶式 

南宗寺献茶式 

鶴ヶ岡八幡宮献茶式 

利休忌月忌法要掛釜 

利休忌月忌法要掛釜 

建長寺茶会 

京都府国民文化祭茶会 

水無瀬神宮献茶式 
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写真出典：武者小路千家官休庵 
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　藪内流は藪内剣仲を流祖とした茶家であり、

現在で十三代を数える。藪内剣仲は利休と同

時代の人物であり、利休とは武野紹鴎に茶の

湯を学ぶ兄弟弟子の間柄であった。また、古

田織部とも茶の湯を通じて親交があり、利休

を介し織部の妹を妻に迎えている。藪内家の

呼び名にもなっている茶室「燕庵」は織部よ

り受け継いだ茶室である。 

　元は下長者町新町の辺りに居を構えていた

が、二代家元の代に西本願寺良如上人の招き

により西本願寺の茶道師家として迎えられ、

本願寺の寺領地だった現在の地を拝領し、以

来現在の地（下京）に居を構えている。西本

願寺との由緒は現在でも残っており、良如上

人へ茶菓を献じて以来、今日に至るまで、ご

門主への献茶は続いる。 

　藪内流の茶法は

「正直を以て心を

守り、清浄を以て

事を行い、礼和を

以て人と交わり、

質朴を以て身を修

める」を茶の湯の

精神としており、

これを略して「正

直清浄礼和質朴」

と表現している。

所作は大振りで男

性的であり、帛紗は右側につけるのが特徴で

ある。また、利休時代からの台子の茶法、小

間における侘びの茶法の両様を兼ね備えてい

るのも大きな特徴である。 

藪内流 
■〒600-8329 京都市下京区西洞院通正面下る鍛冶屋町430　■TEL.075-371-3317　■FAX.075-371-1699 
■URL  http://www.yabunouchi-ennan.or.jp/　■E-mail  kogisado@yabunouchi-ennan.or.jp

や ぶ の う ち り ゅ う  

藪内流 

重要文化財茶室　燕庵 藪内家表門 

緝　堂でのお点前 

平成２３年４月１０日（日） 
 
平成２３年１０月２９日（土）～３０日（日） 

平成２３年１１月３日（木） 

伏見稲荷大社 

大徳寺 

二条城内清流園 

催　し 場　所 開催日 

■平成23年度行事予定 

伏見稲荷献茶祭 

国民文化祭大茶会 

京都市市民大茶会 



茶
道
 

速
水
流
 

　茶道速水流では始祖速水宗達

の唱えた『敬和静寂』の精神の

もと、流儀の特徴である温厚で

優雅な茶道を皆様方に知ってい

ただくために下記の茶会を開催

しております。 

　是非、茶会に参加していただ

いて、茶道の新たな面を再認識

して頂きたいと思います。 

 

茶道速水流 
■〒603-8321 京都市北区平野鳥居前町79　■TEL.075-462-0295　■FAX.075-462-0210 
■URL  http://www.ab.auone-net.jp/̃hayami/index.html　■E-mail  hayamiriyu@ac.auone-net.jp

さ ど う は や み り ゅ う  

茶道速水流 

平成２３年５月５日（木） 
 
平成２３年６月７日（火） 
 
平成２３年８月１日（月） 

平成２３年９月１１日（日） 

平成２３年９月１１日（日） 

平成２３年１０月２日（月） 

平成２４年４月１６日（月） 

近江八幡 

聖護院門跡 

北野天満宮 

伏見  御香宮 

平安神宮 

平野神社 

平安神宮 

催　し 場　所 開催日 

■平成23年度行事予定 

伏見　御香宮月釜での茶会 

聖護院献茶式 近江八幡市立資料館・西川邸にて 
ひむれの里茶会の様子 

平野神社　紫式部祭献茶式 
舞楽殿での献茶の様子 

ひむれの里茶会 

聖護院献茶式 

明月舎月釜 

御香宮月釜 

澄心会月釜 

紫式部献茶式 

平安神宮献茶式 
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写真出典： 
速水流ホームページ 




































































































